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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
月
も
終
わ
る
。
正
月
の

元
旦
の
新
聞
記
事
の
中
で
一

番
気
に
な
っ
た
の
が
、
日
経

新
聞
の
「
経
済
大
国
の
転
落

を
止
め
よ
」
で
あ
る
。
企
業

家
の
新
聞
で
あ
る
が
、
こ
の

危
機
感
は
本
物
か
。 

 

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
民
総

生
産
）
は
一
九
九
〇
年
代
に

世
界
第
二
位
で
世
界
総
額
の

二
〇
％
弱
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
去
年
は
ド
イ
ツ
に
抜
か
れ
、

世
界
第
四
位
、
比
率
は
四
％
で

最
盛
期
の
二
割
弱
だ
。 

二
〇
一
〇
年
に
中
国
に
抜

か
れ
、
近
々
イ
ン
ド
に
も
抜

か
れ
る
予
想
だ
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
五

百
兆
円
）
の
半
分
は
国
民
の

消
費
力
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ

だ
け
、
国
民
ひ
と
り
一
人
の

経
済
力
が
落
ち
て
い
る
こ
と

を
示
す
。 

 

デ
フ
レ
が
三
十
年
続
き
、

実
質
賃
金
は
下
が
り
っ
ぱ
な

し
だ
。
諸
外
国
は
大
幅
に
ア

ッ
プ
し
て
い
る
数
値
を
見
る

と
き
、
日
本
の
企

業
＝
資
本
家
の
認

識
は
、
今
日
の
危

機
を
見
て
い
な
か

っ
た
。 

 

並
行
し
た
の
は

企
業
内
留
保
金

（
五
百
兆
円
）
の

激
増
で
あ
り
、
こ
の
金
は
当

然
働
く
人
に
も
支
払
わ
れ
る

べ
き
金
で
あ
っ
た
。
働
く
人

が
毎
年
ご
と
に
貧
乏
に
な
り
、

非
正
規
雇
用
と
い
う
二
重
格

差
の
賃
金
、
身
分
格
差
が
そ

の
貧
困
の
根
っ
子
に
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
企
業
と

資
本
家
の
富
の
独
占
が
今
の

危
機
の
元
が
あ
る
。 

 

そ
れ
と
同
時
進
行
し
て
、

転
落
の
理
由
は
国
の
人
口
減

が
あ
る
。
現
在
の
一
、
二
億

人
が
毎
年
八
十
万
人
も
減
り

続
け
、
二
〇
五
〇
年
に
は
一

億
人
を
切
る
予
測
だ
。
年
間

二
六
〇
万
人
が
生
ま

れ
た
団
塊
の
世
代
が

亡
く
な
る
十
年
後
に

は
さ
ら
に
人
口
は
激

減
す
る
。 

 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
四
位
へ

の
転
落
は
低
賃
金
と

人
口
減
に
あ
る
。
人
口
減
は

国
民
の
貧
困
に
あ
る
か
ら
、

二
つ
は
一
体
だ
が
、

こ
れ
を
解
決
す
る

カ
ギ
は
、
労
働
者
と

労
組
が
た
た
か
い
、

こ
の
社
会
を
正
常

化
す
る
こ
と
に
あ

る
。 

 

非
正
規
格
差
の

二
重
賃
金
を
な
く
し
、
だ
れ

で
も
納
得
で
き
る
雇
用
に
す

る
た
め
に
、
労
組
が
ス
ト
ラ

イ
キ
で
た
た
か
う
。
い
ま
世

界
中
で
続
く
、
労
働
者
の
反

乱
は
、
こ
の
行
く
手
を
示
す
。

私
た
ち
も
こ
れ
に
続
こ
う
。

今
年
を
労
組
・
労
働
者
再
生

元
年
に
し
た
い
。 
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今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

イ
ヤ
ー
だ
。
近
代
五
輪
は
平

和
の
祭
典
と
も
い
う
が
、
第

一
回
の
ギ
リ
シ
ャ
に
続
き
第

二
回
が
一
九
〇
〇
年
に
パ
リ

五
輪
が
開
か
れ
た
。
し
か
し

そ
の
わ
ず
か
十

四
年
後
に
第
一

次
世
界
大
戦
が

起
き
る
。
と
て

も
平
和
の
祭
典

で
は
な
く
、
現

代
国
家
は
過
去

の
古
代
五
輪
の

歴
史
に
学
ん
で
い
な
い
。 

 

有
史
で
は
古
代
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
紀
元
前
七
七
六
年
か

ら
始
ま
り
、
約
千
年
間
で
三

九
三
回
も
続
い
た
。
無
論
こ

の
間
は
平
和
で
も
な
く
、
ギ

リ
シ
ャ
の
各
都
市
国
家
は
相

互
に
戦
争
に
明
け
暮
れ
て
い

た
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
の
前
後

の
三
カ
月
間
は
戦
闘
を
や
め
、

選
手
た
ち
の
身
の
安
全
を
保

っ
て
い
た
と
い
う
。 

 

現
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

華
は
マ
ラ
ソ
ン
だ
が
、
古
代

の
そ
れ
に
は
な
か
っ
た
。
で

は
な
ぜ
近
代
の
五
輪
に
始
ま

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
世
界
最

古
の
歴
史
書
の
「
歴
史
」（
ヘ

ロ
ド
ト
ス
）
に
「
ア
テ
ネ
と

ペ
ル
シ
ャ
戦
争
＝
マ
ラ
ト
ン

の
戦
争
」
に
起
源
が
書
か
れ

て
い
る
。 

 

当
時
と
し
て
は
ギ
リ
シ
ャ

連
合
国
家
軍
と
ペ
ル
シ
ャ
の

戦
争
は
世
界
大
戦
的
で
あ
っ

た
が
、
両
軍
が
マ
ラ
ト
ン
の

丘
で
対
峙
す
る
。
劣
勢
を
免

れ
な
い
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
テ
ネ

軍
は
、
最
強
の
軍
、
ス
パ
ル

タ
軍
へ
と
援
軍

要
請
の
伝
令
を

走
ら
せ
る
。 

 

こ
の
距
離
、

二
〇
〇
キ
ロ
を

走
っ
た
の
が
ピ

リ
ッ
ピ
デ
ス
と

い
う
飛
脚
で
あ
っ
た
。
し
か

し
結
局
、
ス
パ
ル
タ
軍
は
応

援
に
間
に
合
わ
ず
、
ア
テ
ネ

軍
は
自
力
で
対
戦
し
、
ペ
ル

シ
ャ
軍
を
打
ち
破
る
。
敗
走

の
ペ
ル
シ
ャ
軍
は
残
り
の
軍

船
を
海
路
ア
テ
ネ
へ
と
走
ら

せ
る
。
こ
れ
を
見
て
ア
テ
ネ

軍
は
陸
路
の
四
〇
キ
ロ
を
強

行
軍
で
走
り
帰
り
、
ペ
ル
シ

ャ
軍
に
応
戦
し
勝
利
す
る
。 

 

こ
れ
が
当
時
の
歴
史
書
に

書
か
れ
た
史
実
だ
。
同
じ
な

の
は
走
っ
た
人
が
郵
便
屋
さ

ん
の
ピ
リ
ッ
ピ
デ
ス
で
あ
る

が
、「
我
軍
、
勝
て
り
」
と
叫

び
絶
命
し
た
記
実
は
な
い
。

こ
の
マ
ラ
ト
ン
の
丘
と
ア
テ

ネ
の
間
が
四
十
キ
ロ
だ
っ
た

こ
と
は
確
か
だ
が
、
万
の
軍

隊
が
走
り
帰
っ
た
の
だ
か
ら
、

絶
命
し
た
人
も
い
た
の
だ
ろ

う
が
・
・
・
。 

 

今
年
の
パ
リ
五
輪
は
七
月

二
九
日
か
ら
だ
が
、
平
和
の

祭
典
風
に
言
え
ば
、
六
月
か

ら
八
月
ま
で
の
三
か
月
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
パ
レ
ス

チ
ナ
も
「
戦
闘
停
止
」
が

求
め
ら
れ
る
。
夢
み
た
い

な
話
だ
が
、
一
五
〇
〇
年

も
前
の
人
類
が
、
戦
争
を

停
止
し
て
ま
で
も
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
続
け
た
勇

気
に
学
び
た
い
も
の
だ
。 

 

「
歴
史
」
に
よ
れ
ば
、
こ

の
マ
ラ
ト
ン
の
戦
争
の
司
令

官
の
弟
は
、
か
つ
て
オ
リ
ン

ピ
ア
の
四
頭
立
て
の
戦
車
競

争
で
三
度
も
勝
っ
て
い
る
が
、

一
度
は
勝
ち
馬
を
相
手
に
譲

り
、
そ
の
功
績
で
戦
争
が
と

ま
り
、
和
解
を
も
な
し
と
げ

た
人
と
も
い
う
。
ま
さ
に
平

和
の
祭
典
の
、
こ
れ
こ
そ
と

い
う
史
実
で
は
な
い
か
。
見

習
う
べ
し
。
平
和
の
祭
典
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４４１７ 

`24 年1 月23 日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


